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今
ま
さ
に
錦
秋
の
時
節
。
こ
の
自
然
が

お
り
な
す
素
晴
ら
し
い
演
出
を
、
安
ら
ぎ

の
ひ
と
時
と
し
て
満
喫
し
て
み
る
の
は
如

何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
忙
中
閑
あ
り
。

然
し
機
関
誌
「
藻
岩
」
が
手
許
に
届
く
こ

ろ
に
は
時
す
で
に
遅
し
に
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
も
折
り
返
し
点
を
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
の
連
合

会
行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
を
意
識
し
て
多
少
の

変
更
は
有
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様
の
こ

こ
ろ
温
ま
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
て
予
定
通
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
事

を
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
事
と
併

せ
ま
し
て
誠
に
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
世
界
情
勢
は
相
変
わ
ら
ず

予
断
を
許
さ
れ
ず
、
社
会
環
境
の
良
し
悪

し
は
別
と
し
て
、
全
て
に
お
い
て
猛
烈
な

ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
来
て
お
り
、
連
合

会
と
し
て
は
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
、
各
部
長
主
催
の
会
議
を

夫
々
の
担
当
副
会
長
を
交
え
て
、
上
期
に

女
性
部
と
交
通
安
全
部
、
下
期
に
総
務

部
、
防
災
部
が
既
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
特
に
こ
の
下
期
は
同
様
の
ケ
ー
ス
が

各
部
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
単
町

の
担
当
部
長
は
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
、
関
心
を
持
っ
て
是
非
出
席
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
、
会
長
か
ら
も
お
力
添
え
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
様
に
執
行
部
担
当
部
長
と
28
単
町

担
当
部
長
と
の
顔
の
見
え
る
取
り
組
み
を

行
う
事
に
よ
っ
て
、
行
事
の
活
性
化
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
と
確
信
し

ご
挨
拶

て
お
り
ま
す
し
、
行
政
と
し
て
も
今
年
4

月
１
日
か
ら
「
札
幌
市
未
来
へ
つ
な
ぐ
町

内
会
さ
さ
え
合
い
条
例
」
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
私
ど
も
地
域
と
し
て
も
条
例

の
意
義
を
良
く
捉
え
て
少
し
ず
つ
で
も
前

進
す
る
こ
と
が
即
ち
変
化
へ
の
柔
軟
な
対

応
の
一
端
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
、
皆
で
知
恵
を
出
し
あ
い
、
手

を
取
り
あ
い
前
進
す
る
こ
と
が
、
し
い
て

は
地
域
住
民
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
度

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会

定
期
総
会
開
催

　

5
月
7
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
よ
り
、

も
い
わ
地
区
セ
ン
タ
ー
1
階
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
、
令
和
5
年
度
の
定
期
総
会
が
4

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
上
連
合

会
長
の
開
催
挨
拶
に
続
き
、
議
長
選
出
が

行
わ
れ
事
務
局
（
案
）
に
よ
り
、
川
沿
第

三
町
内
会
長
の
小
村
裕
氏
が
指
名
さ
れ
、

満
場
の
承
認
を
得
て
議
長
席
に
つ
き
ま
し

た
。
連
合
会
の
構
成
員
56
名
に
対
し
、
出

席
者
47
名
で
あ
り
総
会
は
成
立
い
た
し
ま

し
た
。

　

小
村
議
長
は
直
ち
に
議
案
の
審
議
に
入

り
ま
し
た
。
議
案
は
、
令
和
4
年
度
事
業

運
営
報
告
を
連
町
総
務
部
長
が
、
一
般
会

計
収
支
決
算
報
告
及
び
特
別
会
計
収
支
決

算
報
告
を
連
町
会
計
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

報
告
。
会
計
監
査
報
告
は
王
子
団
地
町
内

会
長
齋
藤
速
也
氏
お
よ
び
川
沿
中
央
第
四

町
内
会
長
伊
藤
昭
彦
氏
に
よ
り
行
わ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）・
一
般

会
計
収
支
予
算
（
案
）
お
よ
び
特
別
会
計

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
総
務
部
長
・

会
計
部
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
説
明
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い
て
も
質
疑

応
答
の
結
果
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

小
村
議
長
は
総
会
の
議
事
を
全
て
終
了
し

た
旨
を
宣
言
し
、
大
き
な
拍
手
で
議
長
席

を
降
壇
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
五
年
度

事
業
計
画
（
案
）

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
よ

り
四
年
目
を
迎
え
、
コ
ロ
ナ
分
類
も
2
類

か
ら
５
類
に
移
行
し
新
た
な
「
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
」
の
社
会
へ
と
向
か
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
札
幌
市
未
来
へ
つ
な
ぐ
町
内
会

さ
さ
え
あ
い
条
例
が
令
和
５
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞

し
て
お
り
ま
し
た
町
内
会
活
動
を
コ
ロ
ナ

前
ま
で
回
復
さ
せ
た
い
思
い
で
す
。

　

そ
の
、
思
い
の
下
、
今
期
の
事
業
計
画

方
針
と
し
て
次
の
三
つ
を
掲
げ
、
地
区
の

発
展
と
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
「
皆
が
住

ん
で
良
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
力
を
い
れ
て
い
き
ま

す
。

基
本
方
針

一
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
も
い
わ
暮
ら
し
」

の
活
用
と
会
員
の
参
加

　

本
年
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
も
い
わ
暮

ら
し
」
が
二
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
連
合
会
か
ら
の
情
報
発
信
が

中
心
で
し
た
が
、今
年
度
は
各
町
内
会
、

自
治
会
か
ら
の
情
報
も
積
極
的
に
発
信

し
、
会
員
の
参
加
型
の
活
用
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
強
化
に

向
け
、
広
報
部
を
新
設
し
、
区
の
助
成

金
を
活
用
し「
も
い
わ
塾
二
期
生
」を
募

集
し
、広
報
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

も
い
わ
塾
と
は
別
に
「
も
い
わ
暮
ら

し
」
の
更
新
作
業
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
為
の
研
修
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

二
．
連
町
の
理
念
で
も
あ
る
「
三
配
り
運

動
」
の
取
り
組
み
の
共
有

　

三
配
り
運
動
の
実
施
に
お
き
ま
し

て
、
28
単
町
の
活
動
の
共
有
化
を
計
る

為
に
、
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
南
区
介

護
予
防
セ
ン
タ
ー
も
い
わ
・
第
2
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

当
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に

「
気
配
り
」「
目
配
り
」「
心
配
り
」
の

三
配
り
の
運
動
の
さ
ら
な
る
普
及
啓
発

を
進
め
ま
す
。

三
．
連
町
事
業
部
と
単
町
事
業
部
の
連
帯

強
化

　

町
内
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
す
べ
く
、
連
町
の
各
事
業
部
が
中

心
と
な
り
単
町
の
関
連
事
業
部
と
の
会

議
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
情
報
の
共

有
と
課
題
の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
連
町
組
織
と
し
て
副
会
長
の

担
当
部
門
の
強
化
を
計
り
ま
す
。

丸
藤
副
会
長
：
青
少
年
部
・
交
通
安
全

部山
田
副
会
長
：
環
境
衛
生
部
・
防
災
部
・

福
祉
部

今
西
副
会
長
：
体
育
部
・
女
性
部

な
お
、
総
務
部
・
会
計
部
ほ
か
、
他
の

部
は
三
役
会
管
轄
と
す
る
。

※
社
会
環
境
に
よ
り
行
事
等
に
変
更
が

有
り
う
る
事
を
お
含
み
お
き
下
さ
い
。

※
総
務
部

一
．
令
和
5
年
度
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合

会
の
基
本
3
方
針
の
浸
透
に
向
け
、
各

事
業
部
及
び
関
連
機
関
と
調
整
を
図

り
、
令
和
5
年
度
の
事
業
計
画
を
推
進

す
る
。

二
．
単
位
町
内
会
と
の
総
務
部
長
会
議
を

開
催
し
、
情
報
の
共
有
と
課
題
の
解
決

を
目
指
し
ま
す
。

三
．
定
期
総
会
・
理
事
会
・
三
役
会
等
の

開
催
準
備
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
会

議
掲
載
を
通
し
、
会
員
へ
の
情
報
発
信

を
図
る
。

※
会
計
部

一
．
会
計
の
予
算
立
案
と
予
算
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
過
年
度
の
実
績
を
勘
案
す

る
と
と
も
に
各
事
業
の
実
態
に
即
し
た

効
果
的
対
応
に
努
め
る
。

二
．
会
計
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
関

係
帳
簿
・
証
拠
書
類
等
を
正
確
に
記
録

整
理
保
管
し
適
正
な
決
算
書
の
作
成
に

努
め
る
。

※
広
報
部

一
．
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
も
い
わ
暮
ら
し
）
の
運
用
を

統
括
し
、
も
い
わ
塾
の
運
営
会
議
を
主

催
し
、広
報
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

二
．
各
町
内
会
、
自
治
会
か
ら
の
情
報
を

積
極
的
に
発
信
し
、
会
員
の
参
加
型
の

活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
．
会
報
「
藻
岩
」
の
発
行
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
行
い
、
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

※
福
祉
部

一
．
藻
岩
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
藻
岩

地
区
福
祉
の
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
、
藻

岩
地
区
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
、
札

幌
市
な
ど
福
祉
関
係
機
関
と
連
帯
し
福

祉
活
動
を
推
進
す
る

二
．「
気
配
り
」「
目
配
り
」「
心
配
り
」の「
三

配
り
運
動
」
の
推
進
。

三
．
単
位
町
内
会
の
福
祉
担
当
部
長
会

議
を
招
集
し
情
報
の
共
有
化
を
促
進
す

る
。

※
環
境
衛
生
部

一
．
南
区
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ
衛
生
推
進

協
議
会
と
連
帯
を
図
り
、
ご
み
対
策
等

町
内
会
清
掃
、
環
境
衛
生
の
普
及
活
動

を
推
進
す
る
。

※
体
育
部

一
．
令
和
5
年
度
に
お
け
る
藻
岩
地
区
町

内
会
連
合
会
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

各
種
の
体
育
活
動
を
通
じ
、
町
内
会
連

合
会
の
会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図

り
、
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
推
進
す
る
。

※
女
性
部

一
．
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
の
各
事
業

の
推
進
に
参
画
し
、
地
域
の
活
性
化
に

努
め
る
。
又
、
外
部
団
体
と
の
連
絡
・

調
整
を
行
う
。

二
．
町
内
会
・
自
治
会
の
女
性
部
長
の
参

加
に
よ
り
、
年
2
回
の
部
長
会
又
部
長

研
修
を
行
い
互
い
の
意
見
交
換
を
通
じ

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

三
．「
藻
岩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
」
に

参
加
し
、
家
庭
・
地
域
の
交
通
安
全
を

推
進
す
る
。

※
青
少
年
部

一
．
子
ど
も
会
活
動
に
あ
た
り
（
公
社
）

札
幌
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と
連
帯

を
図
り
推
進
す
る
。

二
．
単
位
町
内
会
の
青
少
年
部
長
会
議
を

招
集
し
、情
報
の
共
有
化
を
促
進
す
る
。

※
防
災
部

一
．
単
位
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織
の
点

検
を
実
施
し
、
防
災
活
動
の
充
実
を
図

る
。

二
．
単
位
町
内
会
の
防
災
担
当
部
長
会

議
を
招
集
し
情
報
の
共
有
化
を
促
進
す

る
。

三
．
市
・
消
防
署
・
警
察
署
・
関
係
団
体

主
催
の
各
種
行
事
へ
の
参
加
協
力
。

※
交
通
安
全
部

一
．
各
団
体
・
町
内
会
役
員
等
に
よ
る
春

夏
秋
冬
の
交
通
安
全
街
頭
啓
発
活
動
の

推
進
。

二
．
各
学
校
に
対
す
る
交
通
安
全
教
室
の

実
施
。

三
．
単
位
町
内
会
の
交
通
安
全
部
長
会

議
を
招
集
し
情
報
の
共
有
化
を
促
進
す

る
。
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令和５年度  藻岩地区町内会連合会  役員名簿
藻岩地区町内会連合会事務局　札幌市南区川沿8条2丁目4-15  もいわ地区センター内

電話/FAX（011）572-9460

役　員
役職名 氏　　名 備考

顧 問 三神　英彦

相 談 役 佐藤　一彦

相 談 役 髙瀬　幸夫

会 長 村上　　剛

副 会 長 丸藤　　勝 青少年・交通

副 会 長 山田　信春 環境・防災・福祉

副 会 長 今西　重之 体育・女性

会 計 監 査 齋藤　速也

会 計 監 査 伊藤　昭彦

理 事 町内会長および自治会長(右表）

総 務 部 長 鈴木　光典

会 計 部 長 笹原　正裕

広 報 部 長 今西　重之

福 祉 部 長 岩村　重勝

環境衛生部長 大原　康之

体 育 部 長 難波　正利

女 性 部 長 谷口　充子

女 性 副 部 長 千坂　浩子

女 性 副 部 長 木沢　正枝

青 少 年 部 長 林　　美方子

防 災 部 長 松本　宏章

防 災 副 部 長 豊田　妙子

交通安全部長 安岡　行雄

事 務 局 員 後藤　俊美

理　事
NO 町内会名 会長名 備考

1 川沿第一 松野　　孝

2 川沿第二 平田　博文

3 川沿第三 小村　　裕

4 川沿第四 平井　美昭

5 川沿中央第一 金山　征晴

6 川沿中央第二 藤森　孝夫

7 川沿中央第三 今西　重之

8 川沿中央第四 伊藤　昭彦

9 川沿中央第五 村上　　剛

10 市営川沿団地自治会 畠山　正志

11 川沿自衛隊官舎 嶋田　　恒

12 パレス藻岩公園 山田　耕造

13 硬石山 大原　康之

14 ローズタウン川沿 山室　知晴

15 ビレッジハウス川沿

16 川沿北 五味川 博都志

17 ルーベデンス藻岩 中村　裕一

18 北ノ沢第一 渡邉　克己

19 王子団地 齋藤　速也

20 北ノ沢第三 鎌田　光子

21 北ノ沢青葉台 丸藤　　勝

22 やまなみ 一戸　　健
マサル

23 中ノ沢 市村　良一

24 アイビーハイム藻岩 山田　信春

25 中ノ沢希望ケ丘 近藤　　康

26 アームズ虹が杜 岩村　重勝

27 藻岩グリーンアヴェニュー壱番街 出雲屋 由美子

28 白樺 服部　眞貴子

ホームページのご案内

＊ホームページの名称は　「もいわ暮らし」
＊ホームページアドレス（URL）　https://www.moiwa-area.com
＊メールアドレス　moiwa.area@gmail.com QRコード

藻岩地区町内会連合会 〒005－0808  札幌市南区川沿8条2丁目4-15 もいわ地区センター内
電話/FAX（011）572－9460 （総務部）

ホームページについてのお問い合わせ先
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新
任
理
事
等
の
紹
介

　

令
和
5
年
度
は
、次
の
方
々
が
連
合
会
の

新
理
事
お
よ
び
役
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

理

事

嶋　

田　
　
　

恒

理

事

山　

室　

知　

晴

理

事

一　

戸　
　
　

健

理

事

市　

村　

良　

一

広
報
部
長

今　

西　

重　

之

福
祉
部
長

岩　

村　

重　

勝

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
よ
り

感

謝

状

贈

呈

町
内
会
連
合
会
の
活
動
に
永
年
貢
献
さ
れ

た
元
役
員
に
感
謝
状
を
授
与
い
た
し
ま
し

た
。

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
一
員
と
し
て
連

合
会
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
近
藤
裕
さ
ま
（
連
合

会
元
総
務
副
部
長
）
に
、
令
和
5
年
5
月

7
日
の
令
和
5
年
度
総
会
に
て
、
連
合
会

会
長
か
ら
会
則
19
条
に
基
づ
き
感
謝
状
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
、

皆
様
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
域
功
労
者
の

感
謝
状
贈
呈

（
令
和
5
年
度
）
地
域
功
労
者
に
対
す
る

区
長
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
一
員
と
し
て
町

内
会
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
や
ま
な
み
町
内
会
の
木
下

さ
ん
へ
、
令
和
5
年
6
月
14
日
、
南
区
長

室
に
お
い
て
南
区
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
、

皆
さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
贈
呈
式
に
は
当
町
内
会
連
合
会

の
村
上
会
長
、
丸
藤
副
会
長
、
山
田
副
会

長
、
今
西
副
会
長
、
鈴
木
総
務
部
長
が
町

内
会
連
合
会
を
代
表
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

又
や
ま
な
み
町
内
会
よ
り
、
一
戸
町
内
会

長
が
町
内
会
を
代
表
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

（
南
区
長
か
ら
感
謝
状
を
お
受
け
に
な
ら

れ
た
方
）

　

木
下　

隆　

さ
ま

（
や
ま
な
み
町
内
会　

元
体
育
部
長
）

令
和
五
年
度

交
通
安
全
街
頭
啓
発
の
実
施

春
の
街
頭
啓
発

　

5
月
15
日	
総
勢
77
名

夏
の
街
頭
啓
発

　

7
月
19
日	

総
勢
83
名

秋
の
街
頭
啓
発

　

9
月
27
日	

総
勢
82
名

　

今
年
も
、
川
沿
八
条
二
丁
目
国
道
交
差

点
周
辺
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
こ
れ
ま

で
に
三
回
行
い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
意
識
を
高

め
、
藻
岩
地
区
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
安
全
運
転
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ

う
。

写真前列（向かって左から）西村南区市民部長、村上藻岩地区町
内会連合会会長、木下さん、奥村南区長、後列（同）岡本藻岩ま
ちづくりセンター所長、鈴木藻岩地区町内会連合会総務部長、今西
藻岩地区町内会連合会副会長、丸藤藻岩地区町内会連合会副会
長、山田藻岩地区町内会連合会副会長、一戸やまなみ町内会会長
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第
五
十
四
回

も
い
わ
夏
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た

　

第
五
十
四
回
も
い
わ
夏
ま
つ
り
が
八
月

六
日
、
昨
年
に
続
き
午
後
一
時
よ
り
藻
南

公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
交
じ
り
の
中
、
約
八
千
人
の
来
場

者
が
あ
り
、
ま
た
、
多
く
の
来
賓
の
方
が

来
ら
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
花
火
大

会
で
は
、
雨
も
上

が
り
夏
の
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
G
E
T
、
み
ん

な
で
遊
ぼ
う
ゲ
ー
ム
大
会

・
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
ス
テ
ー
ジ
発
表

・
氷
彫
刻
実
演

・
大
会
式
典

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

・
二
人
の
歌
謡
シ
ョ
ー

・
花
火
大
会

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会

第
19
回 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
主
催
の
第

19
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
9
月
16
日

「
パ
ー
ク
ヒ
ル
真
駒
内
コ
ー
ス
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
夏
の
暑
さ
が
残
る
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
下
、
今
年
の
大
会
に
は

17
の
町
内
会
・
自
治
会
か
ら
女
性
28
名
を

含
む
85
名
が
参
加
、
団
体
戦
に
は
16
チ
ー

ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
午
前

8
時
定
刻
通
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、
村
上

連
合
町
内
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
前
回

大
会
で
団
体
優
勝
さ
れ
た
「
パ
レ
ス
藻
南

公
園
自
治
会
チ
ー
ム
」
か
ら
優
勝
杯
が
返

還
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
説
明
の
後
、
各
自

ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
へ
移
動
し
8
時
30
分
競

技
開
始
の
合
図
で
各
ホ
ー
ル
同
時
に
ス

タ
ー
ト
、
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し

た
。
競
技
中
は
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
参
加
者

は
順
調
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ
た
ご
様
子

で
し
た
。
大
会
全
体
を
見
る
と
高
齢
化
の

影
響
か
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
の
減

少
傾
向
が
み
ら
れ
、
今
大
会
は
初
め
て
参

加
者
が
１
０
０
名
を
下
回
り
ま
し
た
。
次

回
大
会
で
は
是
非
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
う
交
流
の
場
と

な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

種
目
別
の
上
位
の
成
績
は
、
団
体
戦

で
は
パ
レ
ス
藻
南
公
園
A
チ
ー
ム
が
2
年

連
続
2
回
目
の
優
勝
、
個
人
戦
男
性
で
は
、

中
津
浩
さ
ん
と
小
野
真
一
さ
ん
が
同
点
ス

コ
ア
と
な
り
ま

し
た
が
連
合
会

ル
ー
ル
が
適
用

さ
れ
中
津
浩
さ

ん
が
初
優
勝
、

小
野
真
一
さ
ん

が
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
個

人
戦
の
女
性
は

沢
田
郁
子
さ
ん

が
初
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。

　

種
目
別
上
位

の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

団
体
戦

優　

勝
パ
レ
ス
藻
南
公
園
自
治
会
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

川
沿
第
一
町
内
会
Ａ
チ
ー
ム

第
三
位

中
ノ
沢
町
内
会
Ａ
チ
ー
ム

第
四
位

川
沿
中
央
第
五
町
内
会
チ
ー
ム

第
五
位

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
川
沿
自
治
会
Ａ
チ
ー
ム

個
人
戦
男
性

優　

勝　

中
津　
　

浩
さ
ん

準
優
勝　

小
野　

真
一
さ
ん

第
三
位　

古
嶋　

昌
典
さ
ん

第
四
位　

桝
幸　

敏
彦
さ
ん

第
五
位　

秋
田　

健
一
さ
ん

個
人
戦
女
性

優　

勝　

沢
田　

郁
子
さ
ん

準
優
勝　

島
田
美
代
子
さ
ん

第
三
位　

松
木　

照
子
さ
ん

第
四
位　

西
藤
貴
美
子
さ
ん

第
五
位　

今
井　

雅
子
さ
ん

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

山
下　

規
弘
さ
ん　

Ｃ
─
３
ホ
ー
ル

斉
藤　
　

昇
さ
ん　

Ｃ
─
８
ホ
ー
ル

重
岡　

幸
也
さ
ん　

Ｄ
─
４
ホ
ー
ル

島
田　

董
彦
さ
ん　

Ｄ
─
４
ホ
ー
ル



藻岩地区町内会連合会会報「藻岩」令和5年12月1日 第75号（6）

第
十
二
回

も
い
わ
輪
投
げ
大
会

　

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
主
催
に
よ
る

第
12
回
も
い
わ
輪
投
げ
大
会
が
、
11
月
5

日
（
日
）
も
い
わ
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
受
け
付
け
開
始
の

こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム
が
来
場

し
、
さ
っ
そ
く
本
番
前
の
腕
試
し
が
始
ま

り
ま
し
た
。
予
定
通
り
午
前
9
時
30
分
に

開
会
、
大
会
長
の
村
上
連
合
会
会
長
か
ら

の
ご
挨
拶
、
続
い
て
審
判
長
の
今
西
副

会
長
か
ら
競
技
の
ル
ー
ル
説
明
、
次
に
参

加
チ
ー
ム
の
紹
介
と
競
技
の
進
め
方
の
説

明
が
さ
れ
た
の
ち
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
対
戦

チ
ー
ム
が
コ
ー
ト
に
入
場
し
競
技
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

や
や
緊
張
の
面
持
ち
で
は
あ
り
ま
し
た
が

笑
顔
も
み
え
、
第
一
投
目
の
「
輪
」
が
投

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
20
チ
ー
ム
60
名
の
参
加
が
あ

り
、
中
に
は
小
学
校
低
学
年
と
見
ら
れ
る

子
供
さ
ん
連
れ
の
ご
家
族
チ
ー
ム
の
参
加

が
4
チ
ー
ム
と
近
年
に
増
し
て
多
く
見
受

け
ら
れ
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
ご
一

緒
に
輪
投
げ
を
楽
し
ま
れ
た
ご
様
子
で
し

た
。
輪
投
げ
は
、
こ
の
よ
う
に
ご
年
配
の

方
か
ら
子
供
さ
ん
ま
で
難
し
い
ル
ー
ル
も

無
く
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
来
年
の

大
会
に
は
今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
町
内

会
を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
ご
家
族
チ
ー
ム

の
ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
要
領
は
あ
ら
か
じ
め
参
加
チ
ー

ム
を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
4
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
振
り
分
け
、
リ
ー
グ
戦
形
式
で
総
当

た
り
戦
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
位
2

チ
ー
ム
、
合
計
8
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
に
進
出
し
準
々
決
勝
、
準
決
勝
、
決

勝
戦
と
進
み
ま
す
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

は
、
ひ
と
試
合
ず
つ
行
わ
れ
る
た
め
衆
目

が
集
中
し
、
競
技
者
は
リ
ー
グ
戦
に
も
増

し
て
気
合
が
入
っ
た
ご
様
子
で
し
た
。
思

い
通
り
に
輪
が
入
り
小
躍
り
す
る
人
、
上

手
く
入
ら
ず
残
念
そ
う
に
首
を
ひ
ね
る

人
、
短
い
時
間
で
し
た
が
楽
し
い
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ま
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
の
成
績

優　

勝
幸
令
者
ト
リ
オ
チ
ー
ム（
川
沿
第
二
町
内
会
）

準
優
勝

ア
イ
ビ
ー
ハ
イ
ム
藻
岩
Ａ
チ
ー
ム

（
ア
イ
ビ
ー
ハ
イ
ム
藻
岩
町
内
会
）

第
三
位（
2
チ
ー
ム
）

せ
せ
ら
ぎ
会
Ａ
チ
ー
ム（
川
沿
第
三
町
内
会
）

川
沿
第
五
フ
ァ
ミ
リ
ー
チ
ー
ム
Ｂ

（
川
沿
中
央
第
五
町
内
会
）

敢
闘
賞（
4
チ
ー
ム
）

す
み
っ
こ
チ
ー
ム（
川
沿
第
四
町
内
会
）

パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム（
川
沿
第
四
町
内
会
）

中
ノ
沢
チ
ー
ム（
中
ノ
沢
町
内
会
）

も
な
み
会
チ
ー
ム（
川
沿
中
央
第
三
町
内
会
）

参
加
賞

入
賞
チ
ー
ム
以
外
の
全
チ
ー
ム
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ア
イ
ビ
ー
ハ
イ
ム
藻
岩
町
内
会

生
誕
30
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

　

私
た
ち
の
町
内
会
が
創
立
30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
定
期
総
会
で
決
議
さ
れ
た
記

念
行
事
検
討
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
毎
年

実
施
し
て
い
る
「
親
睦
夏
祭
り
」
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
企
画
を
決
定
、
8
月

11
日
の
祝
日
「
山
の
日
」
に
実
行
委
員
会

に
よ
り
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
威
勢
の
良
い
創
作
和
太
鼓

の
賑
賬
し
い
演
舞
で
幕
開
け
、
本
田
屋
千

瓢
さ
ん
の
落
語
、
生
バ
ン
ド
「
ビ
―
ト

ウ
ェ
ー
ブ
」
に
よ
る
懐
か
し
い
「
オ
―
ル

デ
ィ
ズ
」
の
演
奏
や
歌
謡
シ
ョ
ー
等
に
よ

り
会
場
は
生
ビ
ー
ル
や
焼
と
り
、
お
で
ん

等
で
上
機
嫌
な
人
々
に
よ
る
踊
り
で
会
場

の
雰
囲
気
は
大
変
盛
上
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
近
隣

の
町
内
会
の
代
表
が
お
祝
に
駆
付
け
祝
辞

を
戴
く
な
ど
強
い
絆
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
で
も
あ
り
、
里
帰
り
の

子
供
さ
ん
や
孫
に
囲
ま
れ
た
家
族
が
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
や
輪
投
げ
、
お
楽
し
み
抽
選
会

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で

外
出
の
制
約
を
受
け
て
い
た
高
齢
者
も
久

し
振
り
の
好
天
の
下
、
疎
遠
に
な
り
が
ち

な
友
人
た
ち
と
30
年
間
の
思
い
出
を
語
り

合
い
笑
顔
や
歓
声
に
包
ま
れ
て
和
か
に
終

演
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
行

事
を
契
機
と
し

て
潤
い
の
あ
る

楽
し
い
暮
ら
し

と
住
み
よ
い
環

境
を
作
り
育
て

て
い
く
こ
と
に

さ
ら
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

川
沿
第
四
町
内
会

「
ユ
ン
ニ
の
湯
・

パ
ー
ク
と
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
」

　

町
内
活
動
行
事
も
こ
こ
何
年
か
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
で
中
断
さ
れ
た
り
し
た

が
、
昨
年
に
続
き
10
月
１
日
（
日
）
に
開

催
出
来
た
。
天
気
予
報
で
は
、
午
後
か
ら

雨
の
心
配
も
あ
っ
た
が
、
朝
か
ら
晴
れ

ほ
っ
と
一
安
心
。
好
天
に
恵
ま
れ
も
い
わ

小
学
校
プ
ー
ル
サ
イ
ド
を
出
発
。

　

到
着
後
は
、「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
と
「
コ

キ
ア
の
紅
葉
」
の
班
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

昨
日
の
降
雨
で
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
が
心
配
さ
れ
た
が
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で

は
素
晴
ら
し
い
記
録
が
出
た
と
か
。

　

ま
た
、
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
散
策
で
は
多
少

地
面
が
濡
れ
て
い
た
が
、
散
策
に
は
影
響

な
く
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
狙
い

の
「
コ
キ
ア
」
は
、
夏
の
暑
さ
が
続
き
色

づ
き
が
遅
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
青
々
と

し
て
紅
色
は
ほ
ん
の
少
し
で
や
や
が
っ
か

り
。
そ
れ
で
も
青
は
青
で
見
栄
え
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
散
策
途
中
、

道
路
わ
き
で
、「
キ
ノ
コ
」
を
見
つ
け
秋

の
訪
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

昼
食
の
弁
当
・
お
茶
菓
子
で
談
笑
し
、

リ
ニ
ュ
ア
ル
し
た
ユ
ン
ニ
の
湯
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。
昼
食
時
の
突
然
の
雷
鳴
、

ザ
ー
と
大
雨
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
が
短

時
間
で
上
が
り
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
帰

路
の
車
中
は
睡
眠
時
間
と
な
り
無
事
札
幌

に
着
き
、
良
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
交
通
安
全
部
長　

井
上　

勇
）

川
沿
第
三
町
内
会

新
冠「
太
陽
の
森
デ
ィ
マ

シ
オ
美
術
館
」鑑
賞 

外

　

10
月
12
日
に
30
名
が
参
加
し
町
内
会
の

日
帰
り
懇
親
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

川
沿
か
ら
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
銀
座
の
日
高

道
を
経
て
、
新
冠
「
太
陽
の
森
デ
ィ
マ
シ

オ
美
術
館
」
へ
。
廃
校
し
た
「
太
陽
の
森

小
学
校
」
を
再
利
用
し
た
の
で
、
校
舎
の

色
合
い
や
形
が
そ
の
ま
ま
で
、
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
美
術
館
で
し
た
。
フ
ラ
ン

ス
の
幻
想
絵
画
家
デ
ィ
マ
シ
オ
が
描
い
た

世
界
最
大
の
油
彩
画
が
、
体
育
館
一
面

（
縦
９
×
横
27
メ
ー
ト
ル
）
に
収
め
ら
れ
、

壮
大
な
音
楽
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
と

光
に
照
ら
さ
れ
、
明
る
い
光
も
の
と
で
観

る
絵
画
と
は
全
く
違
っ
た
雰
囲
気
で
し

た
。
そ
れ
以
外
に
も
デ
ィ
マ
シ
オ
の
絵
画

２
０
０
点
と
陶
芸
・
ガ
ラ
ス
工
芸
・
心
象

画
等
々
が
展
示
さ
れ
、
又
同
敷
地
内
に
ガ

ラ
ス
館
と
彫
刻
庭
園
も
あ
り
見
応
え
あ
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
が
満
足
し
て

い
た
だ
け
た
か
心
配
で
し
た
が
、
芸
術
の

秋
を
堪
能
し
た
と
感
想
を
伺
い
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。

コキアの紅葉（井上　勇）
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そ
の
後
、
新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
で

昼
食
と
入
浴
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
ロ
ー
ド
新

冠
道
の
駅
と
「
よ
い
と
ま
け
」
で
知
ら
れ

て
お
り
ま
す
三
星
苫
小
牧
本
店
で
買
い
物

し
全
員
事
故
な
く
無
事
川
沿
へ
帰
宅
し
ま

し
た
。

や
ま
な
み
町
内
会

や
ま
な
み
夏
ま
つ
り

　

３
年
お
休
み
し
て
い
た
行
事
で
や
ま
な

み
夏
ま
つ
り
の
様
子
で
す
。

　

75
人
が
参
加
し
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
ビ

ン
ゴ
大
会
、
輪
投
げ
を
行
い
ま
し
た
。
久

し
振
り
の
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
で
は
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ

ト
し
喜
ぶ
姿
、
ま
た
、
輪
投
げ
で
は
子
供

た
ち
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
す
。
来
年
も
実
施
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
防
災
訓
練
、
町
内
の
清
掃

な
ど
行
な
っ
て

い
ま
す
。

川
沿
第
二
町
内
会

夏
の
星
空
観
察
会
を
実
施

移
動
天
文
台
車
が
来
た

　

町
内
会
青
少
年
部
と
元
気
マ
ン
マ
ン
子

ど
も
会
が
、「
夏
の
星
空
観
察
会
」
を
７

月
９
日
（
日
）
午
後
7
時
半
か
ら
藻
岩
神

社
境
内
で
開
き
ま
し
た
。
札
幌
市
青
少
年

科
学
館
か
ら
大
き
な
天
体
望
遠
鏡
を
積
ん

だ
移
動
天
文
台
車
が
や
っ
て
来
て
、
参
加

者
は
16
～
17
人
ず
つ
5
つ
の
班
に
分
か
れ
、

星
座
や
宇
宙
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
星
を

眺
め
ま
し
た
。
子
ど
も
を
中
心
に
予
想
を

上
回
る
90
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
一
番
星
は
、
ま
だ
明
る
い
南

の
天
頂
近
く
、
う
し
か
い
座
の
ア
ー
ク

ト
ゥ
ル
ス
で
、
肉
眼
で
は
よ
く
見
え
な
く

て
も
天
体
望
遠
鏡
は
し
っ
か
り
と
ら
え
ま

す
。
暗
く
な
り
始
め
る
と
、
こ
と
座
の
ベ

ガ
（
七
夕
の
織
り
姫
）
が
輝
き
、
間
も
な

く
１
等
星
の
ワ
シ
座
の
ア
ル
タ
イ
ル
（
ひ

こ
星
）
と
、
白
鳥
座
の
デ
ネ
ブ
と
い
う
夏

の
大
三
角
形
の
星
が
東
の
空
に
現
れ
ま
し

た
。
周
囲
が
暗
く
な
る
と
北
斗
七
星
や
北

極
星
も
く
っ
き
り
見
え
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
時
代
の
光

　

解
説
員
は
「
星
ま
で
の
距
離
は
『
光

年
』
と
い
う
単
位
で
数
え
ま
す
」
と
説
明

し
、「
ア
ル
タ
イ
ル
は
約
17
光
年
だ
か
ら
、

高
校
生
の
お
姉
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
が
生
ま

れ
た
こ
ろ
に
発
し
た
光
で
、
デ
ネ
ブ
は
約

１
４
０
０
光
年
だ
か
ら
、
飛
鳥
時
代
の
聖

徳
太
子
が
活
躍
し
て
い
た
こ
ろ
の
光
を
見

て
い
る
ん
だ
よ
」
と
話
し
ま
す
。
想
像
を

超
え
る
宇
宙
の
ス
ケ
ー
ル
と
不
思
議
さ

に
、
子
ど
も
た
ち
は
飽
き
る
こ
と
な
く
耳

を
傾
け
、
星
空
を
眺
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
青
少
年
科
学
館
か
ら
学
芸
員

と
解
説
員
が
８
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

会
場
の
見
守
り
は

町
内
会
役
員
10
人

が
あ
た
り
ま
し
た
。

硬
石
山
町
内
会

懇
親
会
・
ユ
ン
二
の
湯

硬
石
山
町
内
会
で
秋
の
行
事
を
通
じ
て
親

睦
を
深
め
ま
し
た

　

好
天
と
な
っ
た
9
月
17
日
（
日
）、
総

勢
43
名
が
参
加
し
、
硬
石
山
福
祉
会
館
か

ら
石
山
緑
地
ま
で
、
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
会
館
に
戻
っ
た

一
行
は
、
災
害
に
備
え
防
災
訓
練
を
実

施
。
最
後
に
は
会
館
前
広
場
で
恒
例
の
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
大

会
を
開
い
て
、

お
お
い
に
盛
り

上
が
り
、
地
域

の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

紅
葉
の
ユ
ン
ニ
の
湯
へ
日
帰
り
研
修
旅
行

　

好
天
の
も
と
、
10
月
25
日
（
水
）
紅
葉

の
ユ
ン
ニ
の
湯
へ
、
総
勢
15
名
で
日
帰
り

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ユ
ン
ニ
の
湯
は
、
コ
キ
ア
が
素
晴
ら

し
い
ワ
イ
ン
カ

ラ
ー
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　

美
味
し
い
お

料
理
と
、
美
人

の
湯
と
し
て
評

判
の
ユ
ン
ニ
の

湯
で
皆
さ
ん
楽

し
い
一
日
を
満

喫
し
ま
し
た
。

編　

集　

後　

記

　

今
年
は
、
連
町
行
事
の
定
期
総
会
が
4

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
ま
た
「
も
い
わ
夏

ま
つ
り
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
・
輪
投
げ

大
会
」
を
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
無

事
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。	

（
編
集
部
）

明るくても天体望遠鏡でなら星が見
えます

解説員の解説を聞きながら星を眺め
る参加者


